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〔海の状況（6／16～7／15）〕 

・神子地先の表面水温…22.1℃～27.3℃（平年差0.5℃～2.6℃）の範囲で平年より高く推移した。（図1） 

・米ノ地先の表面水温…21.8℃～25.9℃（平年差0℃～1.4℃）の範囲で平年より高く推移した。（図2） 

 

 

・若狭湾および周辺海域の水温分布は、表面（0ｍ）では前年より低い海域(16～18℃)がみられた。水深200ｍ

でも前年より低い海域（2～4℃）がみられた。水深50ｍ、水深100ｍでは沿岸域の一部で前年より高い海域

（16～18℃）がみられた。(図3) 

 
図3．若狭湾およびその周辺海域の水温分布図（日本海区水産研究所の日本海漁場海況速報より抜粋） 

 

福井県にて今年初めて大型クラゲが確認されましたのでお知らせいたします。 

            詳細は水産試験場ホームページの大型クラゲ情報をご覧ください。 
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日本海区水産研究所から発表されました日本海海況予報をご紹介します。 

○対馬暖流域の表面水温は、やや高め（1.0℃程度）で経過する。 

○対馬暖流域の50m深水温は、日本海北部・西部ともにやや高め（1.0℃程度）で経過する。 

○能登半島北方の暖水域は、停滞する。 

○若狭湾沖の暖水域は北東に移動した後消滅する。 

○山陰・若狭湾沖の冷水域の張り出しはやや小さくやや離岸する。 

※（独）水産総合研究センターのホームページ（http://www.fra.affrc.go.jp/）においても閲覧することができます。   

〔県内の漁模様：6月〕 

  2016年6月の県内の総漁獲量は1394tで、昨年同月を7t上回った。  

 〔定置網〕 

  漁獲量は1035tで、昨年同月を78t上回った。サバ類、ブリ類、サワラ等は昨年同月を上回り、トビウオ、マダイ、

スルメイカは下回った。 

 〔底びき網〕 

  漁獲量は59tで、昨年同月を11t下回った。アカガレイは昨年同月を上回ったが、それ以外の魚種はコウイカを除

き下回った。 

 〔釣り・その他〕 

  漁獲量は300tで、昨年同月を60t下回った。スズキ、ケンサキイカ、タコ類等は昨年同月を上回り、トビウオ、マ

ダイ、スルメイカ等は下回った。 

 
〔近隣府県の漁模様〕 

（漁獲状況…石川県：6月の定置網の1日あたりの漁獲量。京都府：6月のJF京都漁連舞鶴地方卸売市場へ水揚げされた定置網の1日あたりの漁獲量。兵

庫県：5/28-6/30の余部定置網の1日あたりの漁獲量。鳥取県：6月中旬～7月上旬のまき網の1統あたりの漁獲量。） 

 石川県…定置網…マアジ18.8t、サワラ類5.5t、マイワシ2.2t、サバ2.0t、ブリ1.4t、スルメイカ0.8t 

 京都府…定置網…サワラ類5.8t、トビウオ2.7t、マアジ2.6t、ブリ類2.3t、スズキ0.8t、ウルメイワシ0.8t 

 兵庫県…定置網…マアジ327kg、トビウオ100kg、ツバス72kg、スズキ26kg、スルメイカ11kg 

鳥取県…まき網…マアジ12.0t、マイワシ4.4t、ウルメイワシ3.6ｔ、マサバ2.8t、ブリ類1.1t、カタクチイワシ0.1t 
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日本海側の各試験研究機関によるスルメイカ漁場一斉調査が、6月下旬から7月上旬にかけて行われましたの

で、その結果についてお知らせします。 

（１）福井県の調査結果 

福井県沖合の4定点において、釣機6台を用いて毎晩20時～4時の8時間釣獲試験を行いました。 

●漁場水温…釣獲海域の表面水温は21.2～22.9℃（2015年；20.5～22.4℃）、50ｍ深水温は    

14.7～16.2℃（同；13.3～15.6℃）でした。 

●釣獲結果…総釣獲尾数は、1,340尾（2015年；2,077尾）、CPUE(釣り機１台１時間あたりの釣獲尾数)              

は1.2～11.9尾、平均7.0尾でした。 

  ●体長組成…釣獲されたイカの胴長（外套背長）は、6月27日操業においては15～16㎝、6月28日

操業においては20～21㎝、6月29日操業においては16～17㎝、6月30日操業におい

ては17～18㎝の個体が主体でした。 

 

  表1 調査点およびスルメイカ釣獲調査結果 

（ ２）日本海全体の状況 

日本海区水産研究所の取りまとめによると、

全調査定点におけるCPUEの平均は11尾で、前年

(15尾)を下回り、近年平均(18尾)の約60%でした。 

道北～道央海域では、外套背長17～18㎝台および19

～20cm台の個体を中心に採集され、CPUEは35尾が最

大で、50尾を超える調査点はありませんでした。 

日本海沿岸域では、北部および西部で16㎝台以下

の小型個体を中心に採集されました。すべての調査

点でCPUEは20尾未満でした。沖合域では、大和堆周

辺海域におけるCPUEは、他の海域より比較的高かっ

たが、50尾以上の調査点はなく最大で38尾でした。 

今後の見通しとして、西部日本海では、来

遊量は前年および近年平均を下回っており、

沖合からの南下群による好漁場は形成されにくいと予想されます。沖合域の漁況も、前年および

近年平均を下回ると予想されます。主漁場は、8月～11月は道北沖、11月～12月は大和堆周辺海域

に形成されると予想されます。 

 

本調査では合計305匹のスルメイカの標識放流を行いました。標識の付いたスルメイカを採捕されまし

たら、水産試験場までご連絡をお願い申しあげます。   

(漁場環境グループ 山下 慎也) 

　月日 6月27日 6月28日 6月29日 6月30日
　調査位置 N 36°40’ N 38°03’ N 37°33’ N 36°59’

E134°59’ E134°57’ E135°39’ E135°41’
　釣獲尾数 57 436 92 207

　CPUE 1.2 9 1.9 8.6
　平均胴長（㎝） 16.3 20.5 17.5 17.4
　表面水温（℃） 21.8 21.2 22.2 22.9

　50m深水温（℃） 14.7 15 16.2 15.8

　標識放流尾数（尾） 0 155 50 100

　標識番号
（黄色アンカー型タグ）

 JPN I20
I21 I39

JPN I31
JPN I30

I38

(7月) 

海洋観測と採水 

 
海洋観測のみ 
海洋観測と 
釣獲試験 



標識をつけたヒラメを放流しました。 

標識のついたヒラメを発見したら情報提供をお願いします。 

 

 ７月２１日に越廼漁港地先に標識を 

付けたヒラメ稚魚を放流しました。 

 標識（目印）の付いたヒラメを漁獲 

あるいは市場に水揚げされているのを 

発見した際は、 

 ・標識の種類 

 ・どこの海域で漁獲 

 ・全長 

の情報提供をお願いします。 

 

 標識は、右の写真のとおり①タグま 

たは②パンチングの 2 つのパターンが 

あります。再捕尾数を基に、今後つけ 

る標識の参考にと考えています。 

 ①タグ標識は非常に発見をしやすい 

ですが、標識が抜けたり、標識が刺 

さった状態なので常に傷口が開いており、 

体が小さいうちは負担が大きい、などの 

デメリットがあります。 

 ②パンチング標識は、魚体に穴を空けると、 

傷痕が黒い斑点になるので、並んだ斑点が標 

識（目印）となります。ただ、斑点を確認す 

るにはひっくり返さないといけないので、少 

し手間が掛かります。 

 なお、パンチングでは、魚体に直径 3mm 

ほどの穴を空けるので、体が小さかったり、 

体力が落ちているときには、標識を着けられませんが、治ってしまえば魚に負担はあり

ません。 

 本県以外でも、日本海側の各府県がヒレカットやタグなど色々な標識を付けて放流し

ていますので、標識のついたヒラメを見かけた際には、水産試験場まで御一報ください。 

（漁業管理グループ 松宮） 

①タグ標識 

②パンチング標識 


